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MA を 定量 した
。
　TMA を含むえ さを与え た場合 ，

筋肉中の TMA は，50％ 海水適応個体 で は し だ い

に 増加す る が ， 淡水飼育綱体 で は ほ と ん ど 検出 され

な い 。 飼 育水中 の TMA は 逆 に 淡水 の 場合 に増加

す る。え さ に TMA が な い と きは ， 海水
・
淡水 に か

か わ らず ， 筋肉 ・飼育水と もに 検出され な い 。すな

わ ち，箭 肉中 の TMA は 外 因性の もの で あ り ， 海

水適応個体 で は こ れが体内に蓄積 され る 。

　 ま た ，
TMA の 摂取量 と塩 分抵抗性 ICつ い て は ，

キ ン ギ 。 で は 現在検討中 で あ る が，淡水で飼育し た

グ ッ ピ ーで は ， 餌 料 中 の TMA の 増 加 と と もに

100％ 海水中で の 致 死 時間は増加 す る 。
TMA は 塩

分抵抗性の 増大 に 明らか に寄与 して い る。

耙胞分裂 と 脂質代謝

　　　　　 千 葉 丈 ・渡辺良雄

（東京教育大学 理 学部動物学教室 ・

国立予防衛生研究所病理 ）

　 細胞分裂と膜 の機能 の 関係 を調 べ る為に ，テ トラ

ヒ メ ナ を用 い て ，膜 の 構成成分 で あ る 脂 質 の 分裂阻

害 下 に お け る
3tp

，

1℃一パ ル ミ チ ン 酸 の 取 り込 み活

性を 正 常な 状態で の もの と比 較した 。1． 高温度処

理 （34
°C ） や フ ザ レ ノ ン 　（赤 ヵ ビ ．由来 テ ル ペ ノ イ

ド）処 理 に よ っ て 分裂 が抑制され る が ， こ の とき ，

単純脂質分画 へ の
1
℃ 一

パ ル ミ チ ン 酸 の 取 り込 み の

増加 が み られ ，特に ト リ グ リ セ リ ッ ドが顕著で あ っ

た 。 リ ソ 脂質分画 へ は
1
℃ 一

パ ル ミ チ ン 酸 の 取 り込

み に 比 べ て ，
s2P −一リ ン 酸 の 取 り込 み の 顕著 な 減 小 が

み られ た 。 こ れらの 変化は，薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ー
で 細分画 し た す べ て の 成分 に 起 こ っ て い る こ と が

わ か った 。 分裂阻害 の 状 態 で
32P 一

リ ソ 酸 の 細胞内

へ の 取 り込 み を み る と ， 阻害下 で は
s2P

が入 り に

くい こ とが わ か っ た 。 し た が って ， 選択透過性の 変

化 や 脂 質代謝の 変化に よ っ て 分裂阻害 が起 こ る と考

え られ る。

ラ ッ ト耳 下腺 に 対す る Acety！chollne
，
　 Adrena ・

line，　phosphelipase −C の 影響

　　　　　 三 浦 国 男 ・安増郁夫

（早稲 田 大学教育学部 生 物学教室）

　 rat 耳 下 腺 slice に 対す る Acetylcholine （Ach）

Adrenaline （ADR ），　 Phospholipase−C（PLC ） の 影響

を調 べ た 。
PL −C 処理 の medium 中へ の amylase

活性は 抑 え られ ， slice の protein，　amylase 合成 も

抑 え ら れ る。 PLC の 作用 部分 を 知 る 為 ， 細胞 内各

構造分画 に 於 け る amylase 活性を調べ た。 分泌顆

粒分画 で は contr 。1 に 比較 し protein 量，　 amylase

活性 の 減少 が 見 られ ， 対象的 に microso 皿 e 分画を

取 っ た 上 澄 に protein 量 ，
　 amylase 活性増 大 が 見

られ た 。amylase へ の
i4C − valine の 取 り込 み で は

PLC 低濃度で amylase 合成に変化が な く， 分 泌顆

粒分画 で は低 く，上 澄 に 高 い a皿 ylase　count カ，
“
見

られ た 。
PLC 高濃度で は各 分 画 とも count が 低

か っ た 。 こ れ か ら，PLC 処理 で ， まず顆泣が こ わ

され， 次 い で amylase 合成 が 抑え られ て い る 事 が

わか っ た。Ach．　ADR 共単独 で protein ，
amylase ：

RNA 合成を抑 え て お り PLC 処 理 した もの に Ach ．
ADR を 与 え る と，　 PLC 単独 の 場 合よ り， さらに

protein，　 RNA 合成が抑 え られ て し ま う。こ の 事が

artifact な の か ， な ん らか の 意味を もつ か に つ い て

は今後 の 課題 で あ る。

オ タ マ ジ ャ クシ 尾部 の プ ロ トコ ラーゲ ン ピロ リン ヒ

ドロ キ シ ラーゼ活性に対するプ ロ ラ ク チ ン の 影 響

　　　　　 吉里 勝利 ・安増郁夫

（東 京 大 学教養学部生物学教室 ・

早 稲田 大学教育学部生物学教室）

　哺乳類 （ヒ ツ ジ ） の プ ロ ラ ク チ ン は オ タ マ ジ ャ ク

シ の 尾部 の 結合組織の 量 を増加 させ ， 特 に尾 ヒ レ の

コ ラ ーゲ ン 合成を促進 さ せ る こ と か ら頚記水酸化酵

素活性 が 高ま って い る と思 わ れ た 。 ホ ル モ ン 処 理 し

た 尾 ヒ レ を F♂＋
の キ レ ート剤 aid 一ジ ピ リ ジ ル

で 前処 理 し て 本酵素活性 を 阻 害 さ せ た 後，

NC 一プ

ロ リ ン を と りこ ませ て コ ラーゲ ン 分画を 2 つ の 方法

で 得 ， そ の 画分へ の と り こ み の 璽 を 調 べ た とこ ろ，
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阻害削処 理 し た もの は ， そ うで な い も の に 比 べ ， 2

分 の 1 に 低下 し て い た が ， 対照実験値 に 対 し て は 10

倍 以 上 の 高ま りが み られ た 。
こ の こ とか ら プ ロ ラ ク

チ ン は水酸化 の 前段階，即 ち プ U ト コ ラ ーゲ ン の 合

成段階に 顕著な効果 を お よ ぼ す もの と考え られ る。

実際本酵素活性を測定 し た と こ ろ，ホ ル モ ン 処 理 し

た もの は コ ン ト ロ ール に 対 して 約 14％ の 活性の 高

ま りがみ られ る に すぎな か っ た 。

グ ル コ
ース 6 燐酸脱水素酵素 ア イ ソ ザ 厶 の 系統発生

学 的研 究

鎌 田 　勉 （北海道 大 学 理 学部動物学教 室 ）

　無脊椎動物 34 種 ， 脊椎動物 33 種 の G6PD ア

イ ソ ザ イ ム の 基質特異性 を グ ル コ
ース 6燐酸（G6P ），

ガ ラ ク トース 6 燐 酸 ， デ オ キ シ グル コ ース 6 燐酸を

用 い て 比 較 し た と こ ろ ，
3 種類に 分類で きた。G6P

に の み働 く 1型 は さ ら に 助酵素 TPN に よ っ て 移動

度 の 遅 れ る IA 型 と 変化 し な い IB 型 に 分類 し た 。

IA 型 は 無脊椎 か ら有脊椎 に 至 る 広範 囲 の 動 物 に 存

在 し， IB 型 は 無脊椎 に の み 存 し， 3種 の 基質 に 働

く亘 型 は 有脊 椎 に の み存 し た 。
2種 の 基 質 に 働 く 1

型 は無脊椎 tcも有脊椎 に も存在す る と い う意味 で 1

型 と 亘型 の 中間に 位置す る もの と思 わ れ る 。 IA 型

と 1型 の 両者 を もつ 脊椎動物各綱 1種 の 細胞 分画局

在 の 比較 で は IA 型 は celL　sap に， 1型 臺ま ミ ク ロ

ゾ ーム 分画 に存在 した 。 硫安塩 析及 び DEAE −Sep−

hadex で の 部分 精 製で は IA は 25−35％ （ニ ワ ト

リ は 0 −25％） 硫 安 で 沈澱 し O．1−0．5MNaCl の

分画 に お ち た 。 豆型 に は 1型 と同 じ行動をす る もの

と 璽型 と 同 じ行動 を す る もの が 存 在 した 。

軟体動物 扞晶体 ・消化盲嚢の 免疫生化学的研究 1．

井 上 　勤 ぐ東京学芸 大学 生 物学教室）

　 Corbicula　ja♪enica の 杆晶体 。消化盲嚢 の 可 溶性

蛋 白質を Freund　complete 　adjuvant を 用 い て 拡 杆

晶 体兎 血 清 （Anti −・CS＞・拡消化盲嚢兎血 清 くAnti−−

DD ）を得 た。 こ れ らの 抗 血 清 を 用 い て 各種杆晶体

・消化盲嚢抗 原を Ouchteriony 法 ・免疫電気泳動

法 ・　Disc−Agar 二 重拡散法な どで 解析 した 。　 Antト

CS と杆晶体 で 最低 2 本 の 共 通 抗 原 が あ り，沈降線

の 分布様 式 に 種特異性が認 め られ た 。
Mactra 粁晶

体 と杆晶体嚢 と に 2 本 の 共通抗 源が得 られ た ・An’

ti−CS と消化盲嚢 と の 共通抗原 は 1〜 2 本 で あ っ

た 。 　Anti−DD と杆 晶体 で は 共通抗原 は 比較的多か

っ た。Anti−DD と消化盲嚢 との 反応 で は Euhadra

以 外 共 通 抗原 ・部分抗原が得 られ ， 分布様式 に 種特

異性が 見 られ た 。
Disc −Agar 二 重 拡 散 法 で Amy ！・

ase 　zone 中に 2本 の 沈降線が得 られ た 。
こ の 反 応

は Amylase　 isozyme 　 zone よ り抽 出した amylase

と交差 反 応 が 見 られ る点 anti −amylase で は な い か

と考 え られ る eCorbicuta コ
’
aPonica と Corbicutα

leana の 杆晶 体，消化盲嚢溝成蛋白質 は極め て 類似

して い る。 Amylase 　isozyme に つ い て も同様で あ

っ た 。

抗体産 生 に 関与す る細胞 の 分画 とその 性状

田 村慎一 ・千葉　丈
＊ ・渡辺 良雄

（国 立予防衛生研究所病理 ・＊

東 京

教育大学理 学部動物学教室）

　抗体 産生 に関与す る機能細胞群の 性状 を 明らか に

す る た め に ，
ヒ ツ ジ 赤 血 球 で 感作し た マ ウ ス 脾臓 細

胞 を 経時的に ア ラ ビ ア ゴ ム 密度勾配遠 心 法 に よ り分

画 し検 討 し た 。 （1）低密度側 か ら 1〜男迄 の 各分画 の

細胞数 の 分布 は ； 1 ＋ 9 ＋ N ，
15％ ； 弘 翻 ％ ； V ，

38％ ； 樋，7 ％ で あ っ た 。 特 に，  1 ＋ 皿 ＋ 盃分

画 は 19S ，7S 抗体産 生 細胞が局在 し ， 大型 の 細胞

（直径 7．5〜13μ） や 免疫芽細胞 の 分 布 の 多さ と相

関 して い る。抗原感作後 4 日 目迄 ， 抗体産生細胞 の

増加 に 伴 っ
て

，
DNA ，RNA ，蛋 白 質合成活性 の 増 加

が み られ る 。 抗原感作後 の 脾臓 の 細胞 培養 に よ り抗

体 産生 前駆細胞 もこ の 分 画 に 存在す る こ とがわ か っ

た 。 （3｝V 分画 は 直径 5 〜7，5 μ の ・」・ 1丿 ン パ 球 が 多

く，抗原感作 に よ って 抗体産生細胞 以外 の 細胞 に よ

る DNA ，　RNA ， 蛋 白質合成活性が 高 ま る。抗体 産

生前駆細胞 も比較的少 な く ， 又 胸腺細胞 が 主 と して

局在 す る 分画 で もあ る の で ，抗体産生 に 関与す る と

考え られ る 胸腺山来 の 細胞群 が含まれ て い る ら し

い 。
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